
感震器の性能 l己ついて

1.まえがき

地震時の出火約止策として火災叩予防条例の一部な改

正する:条例(昭和47年 3月31日東京都条例第64号〉の

公布に伴ない新に一般:務総等に広く使用之されてい

告11スト…フー等E二地震動等により

憶が義務づけられた。

この安二kZ主;引に地稜絞jそのf殺の振動立たは衝議決に

よって感応して， 自動的に消火する裟霞または自動的

に燃料の供給本'停止する荻置で，総震部分，作動烈

分.消火(供給停止〕部分からできている。

この照応部分!と使用するものを一続的に感震器

し，現京市販哀れているものは!殿、途的な機構から

式，落錘式.1辰子式の三種がある。
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本安殺はこ の市級車京震釈についてその性能合は

揮し望ましい感震器を開発するに必要な資料を得る

とな したもので，以下その給祭を報告ナ

る。

2. 実験壊研およが期間

場所 自治省消防庁消防研究所

期間昭和46年11月~昭和47年3月

3. 実験に換した感震器

本実験tこ供した感..燃は原理的な機1誌の幾なる
司会市販品から主義作為に2認定した。各感..器の懸震部略

図を第1図に示す。

第 1図感震部略図
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4也実験項

( 1 ) 振動によ 向撚の

測。

2) 按i!H二よる強震器の作動加主主度の燭期特性の鋭

測。

5 実験方法

( 1 ) 振動台に厚き25ミリメートルラワン合板をボル

トで協定し， この上に治具ぜな用いて感震器を直接取付

る方法〈主義体という〉と務授用状態と向様ぷポット

式石油ストーブならびにポータプノレ式石油ストープに

取付けた状}畿の二つの方法で撚験した。

2) 感震言語の加振方法は，振幅:会第l茨に示す6

について，あらかじて設定しておいて手動により極め

徐々に振動数をあげていふ感燃器が作動する

の振動数を測定するA法と振動台を静止させ， A

振動結果から求めた作動時点の娠悩，振動数の振動状

態に綴動台がなうすことお，綴後j振綴の機点、で9 瞬間的

に振動台に振動を与えて感震~の作動点(振幅，振動

数〉場cil[lJ定、ずる法を行なった。

設 定11 己ょf
i 19 ¥ 27I 37 片仮綴 a 

(mm) I .， 

識験結果と考察

した擬動試験機の主務総元は第2畿の

とおりで，いづれも機械式振動試験機である。

第2表振動試験機主要諸元表

干~~f{l!'1 孟説孟日藤精惑も社

力 I 1ぬ心 i
最大 O. 

D詩 速 度 全長電荷 O. 

振 動
数国他;高

変更

全振幅 i
変更範閤|

30-600cpm 

o ~200mm 

振動波形. I 
振動方向(京教波?水平

日毅噛誼重盟量 I 弘M川'ρω0∞0陶

振動蜘盤自重量 2∞
振動盤の l 
大きさ|約3.0∞OOX3.0∞0∞omml

費税負荷 3.おG

会負荷 5G 

30~600cpm 

o ~200mm 

正弦淡.平

100匂

100kg 

600x600mm 

験結果は鍛2間~第4図に示す。

第2図感震器作動特性(落詳式〕
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感震器作動特性(落Jl、式〕第3図
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感震器作動特性(振子式)第4図

明。
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イ，落錘式には，周期0.7秒までは僅かに，これよ

り長周期側では比較的明らかに作動加速度が低い数値

を示す傾向があった。なお落錘式も短周期但11では落球

式に似た第6図のような特性が推定されるが今後の検

討を要する。

ウ，振子式は，実験結果からは，周期0.2秒と周期

1.0秒では作動値がやや低い数値を示しその聞の周期

ではほとんど一定の作動値を示したが，この感震器は

円筒形の感知体(振子〉がl磁力により吸着されてお

り，一定加速度の振動をうけ，これが磁力の吸着力を

越えた瞬間に感知体が落下する作動原理から考えると

周期に関係なく衝撃的な加速度で作動する特性がある

と云える。

( 18 ) 

( 1 ) 方向性について

感型産需は，感震誌について設定したある一定作動加

速度範囲において，振動方向の相違による作動値に違

いがあってはならないわけで，供試懸型産鰭については

本実験で明確な差はみとめられなかった。

(2 ) 作動値の周期特性について

本実験では供試した各器種とも周期0.2秒~l. o秒の

範囲で感震作動加速度にパラツキがみられ一定ではな

かったが次の傾向がみられた。

ア，落球式は，周期に関係なくほとんど一定の作動

値を示したが，本実験では行ない得なかった別の実験

から第5図の関係を得ており，周期o.1秒付近に一つ
の共振点が観察されている。
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ェ，加振方法の相違による影響については周期に対

する作動加速度の値は落球式ではA>B.振子式では

A=.Bの関係がみられたがこれはB法が振動振幅の極

点、で，瞬間的に振動を与える点で常にその状態で加援

することのむづかしさつまり瞬発機構上の理由による

ものと思われる。

ォ，石油ストーブに感震器を取付けた場合の作動値

は，本実験では落球式のみについて行ったが単体の場

合より各周期とも低く自に出た。これは感震探が取付

けてあるストー 7"の弾性振動などの影響を受けたもの

と思われる。

7. まとめ

感鍵絡をま被害に結びつく地震動等の大きさを即時に

客観的に判断する目的を有しその要求される性能は

大きく分けて0).全方向性で常に一定加速度範囲で作

動する。 (2).誤動作がない。の二点を満足するもので

なければならない。

本実験の結果から方向性については問題ないが，そ

の作動周期と作動加速度の関係についてそれぞれ異っ

た特性を有していることが認められた。

ここで感震紫として望ましい周期特性を考えた場

合，感、震探は日常使用されている石油ストープ等に取

付けられ，自動消火装置あるいは自動燃料供給停止装

置の引金の役目をはたすものである点. r火器等の振
動時における挙動について(第1報). (第2報)Jの

報告結果から，火器およびその周聞におかれる家具

類，落下物等がいづれも振動に対して，長周期債，IJで加

速度小なる数値で移動，転倒，落下という現象を呈

し，その周期←加速度曲線において右下りの傾向を示

していることを考慮しなければならない。また，地盤

建築物の固有周期が地震動時の被害に大きな影響をお

よぼすと云われていることを考え合せると感震器の周

期特性としては，周期に関係なく振動初期の衝撃的な

加速度を対象として作動するつまり作動加速度一定の

特性を示す感震器よりも，或る一定作動加速度の範囲

(石油ストープ rlSS2019ー1972昭和47年1月1日

制定では加速度200gal~300gal の範囲〉において，周

期を考えに入れた作動加速度を示すものが好ましいと

云える。

誤動作の問題は，その原因である雑振動としては，

軌道車.車両等の起すもの，物体〈人体を含む)の衝

突による衝撃，移動等多くものが考えられ，これら

すべてに対して感震探の誤作動を防止することは不可

能である。しかし，雑振動のもつ周期，発生加速度等

から惑震器の設定作動範囲を考慮するとか，持ち運び

の際には，作動停止の処置を行なうなど考えることに

より或る程度は防止できるものと思われる。

以上本実験結果から，明らかになった諸点について

考察を加えたが，感震器の開発は.緊急事であり，さ

らに研究を重ね望ましい感震務を生み出したい。

( 19 ) 

おわりに本実験に寄せられた各関係者のご協力に深

く感謝の意を表します。
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